平成18年3月9日

三菱化学株式会社

シクロヘキサノンの価格改定について

　三菱化学株式会社（本社：東京都港区、社長：冨澤 龍一）は、シクロヘキサノンに関して、本年3月20日国内向け出荷分より、以下の通り価格改定を実施いたします。

　　　　１．対象品目　　：　シクロヘキサノン

　　　　２．値上げ時期　：　平成18年3月20日出荷分より

　　　　３．値上げ幅　　：　+20円/kg（本年2月出荷分価格比）

弊社シクロヘキサノンにつきましては、これまで主原料ベンゼンの価格に応じた価格修正を実施する一方で、重油、ナフサなどエネルギーコストにつきましては、自助努力による吸収に努めて参りました。しかしながら、ここ数年における世界的な原油価格上昇に伴い、2005年10-12月期の国産基準ナフサ価格は47,300円/KLとなり、この3年間で実に2倍以上というかつてない価格水準となっております。これにともない、ユーティリティーコスト、主原料のひとつである水素コスト及び物流コストの上昇が、既に堪えられないレベルに至っております。原油、ナフサ価格は、その需給環境などから、高騰した価格レベルが定着しており、今後もこの状況は継続することが見込まれます。

上記に鑑み、現行価格体系では安定的な製品供給及び健全な事業を継続できないとの判断から、コスト上昇による事業採算の改善を図るべく、今回の国内価格の改定を行うものであります。
なお、シクロヘキサノンの需給環境は、主用途のひとつであるカプロラクタムの中国等の新増設により、当面、世界的に不足する状況となっております。

以上

